
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
把
握
さ
れ

た
情
報
に
基
づ
く
グ
ラ
フ
や
各
政
策

に
関
す
る
図
等
が
、
視
覚
的
に
把
握

し
や
す
い
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
実
績
・
作
業
計
画
で

は
、
昨
事
務
年
度
の
実
績
と
本
事
務

年
度
の
作
業
計
画
と
が
項
目
ご
と
に

示
さ
れ
て
お
り
、
金
融
庁
に
お
け
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
意
識
し
た
つ
く
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
参
照
す
る

こ
と
で
、
金
融
行
政
の
政
策
課
題
の

進
捗
状
況
が
容
易
に
把
握
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
金
融
行
政
方
針
に
つ
い
て

事
業
に
関
わ
る
職
員
に
必
読
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
　
形
式
面
に
つ
い
て

　

ま
ず
形
式
面
に
つ
い
て
、
本
方
針

は
、
概
要
、
本
文
、
コ
ラ
ム
、
実

績
・
作
業
計
画
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
お
り
、
昨
事
務
年
度
の
金
融
行
政

方
針
の
構
成
が
踏
襲
さ
れ
て
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
二
〇
〇
頁
近
い
大
部

の
文
書
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
昨
事

務
年
度
版
と
概
ね
同
様
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ム
で
は
、
各
ト
ピ
ッ
ク
に
関

１
　
二
〇
二
二
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
の
概
要

⑴
　
金
融
行
政
方
針
と
は

　

金
融
庁
は
、
二
〇
二
二
年
八
月
三

一
日
に
二
〇
二
二
事
務
年
度
金
融
行

政
方
針
（
以
下
、「
本
方
針
」
と
い

う
）
を
公
表
し
ま
し
た
。
金
融
庁

は
、
二
〇
一
五
事
務
年
度
以
降
、
事

務
年
度
ご
と
に
金
融
行
政
方
針
を
策

定
し
、
近
時
は
八
月
末
頃
に
公
表
し

て
お
り
、
本
事
務
年
度
も
同
様
の
時

期
の
公
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

金
融
行
政
方
針
に
は
、
当
該
事
務

年
度
に
金
融
庁
が
取
り
組
む
内
容
・

ト
ピ
ッ
ク
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
一
読
す
る
こ
と
で
、
金

融
行
政
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
て
い

る
事
項
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
で
、
Ｊ
Ａ
の
信
用
・
共
済

解 説

二
〇
二
二
事
務
年
度

金
融
行
政
方
針
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト

今
年
も
金
融
庁
か
ら
金
融
行
政
方
針
が
公
表
さ
れ
た
。
貯
蓄
か
ら
投
資
へ

の
促
進
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
針
な
ど
、
信
用
事
業
に
携
わ
る
Ｊ
Ａ
職
員
が

知
っ
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

弁護士法人中央総合法律事務所
パートナー弁護士　金澤 浩志
2004年弁護士登録。2013年ニューヨー
ク州弁護士登録。米国およびシンガ
ポールの法律事務所や金融庁監督局総
務課での勤務を経て、金融機関のガバ
ナンスや、AML／CFT、個人情報保護
等のリスクマネジメント、コンプライ
アンスに関するアドバイス業務に従事。

弁護士法人中央総合法律事務所
アソシエイト弁護士　佐藤 諒一
2022 年 4 月弁護士登録。金融機関を
はじめとする企業の訴訟対応や各種相
談案件等を主として取り扱う。
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2022事務年度金融行政方針の概要とポイント解説

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

未
知
の
感
染
症
対
策
と
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
対
応
が
大
き
く
意

識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

本
方
針
の
副
題
は
、「
直
面
す
る

課
題
を
克
服
し
、
持
続
的
な
成
長
を

支
え
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
及
さ

れ
て
い
る
「
直
面
す
る
課
題
」
に
つ

い
て
は
、
本
方
針
の
各
項
目
を
み
る

こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ま
す

が
、
大
き
く
は
次
の
三
つ
の
重
要
課

題
と
な
り
ま
す
。

⑷
　
三
つ
の
重
要
課
題

　

本
方
針
は
、
次
の
大
き
く
三
つ
の

重
点
課
題
を
柱
と
し
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ⅰ
．
経
済
や
国
民
生
活
の
安
定
を
支

え
、
そ
の
後
の
成
長
へ
と
繋
ぐ

Ⅱ
．
社
会
課
題
解
決
に
よ
る
新
た
な

成
長
が
国
民
に
還
元
さ
れ
る
金
融

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

Ⅲ
．
金
融
行
政
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

る

　

昨
事
務
年
度
の
金
融
行
政
方
針
に

お
い
て
は
、「
Ⅰ
．
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
、
力
強
い
経
済
回
復
を
後
押
し

す
る
」、「
Ⅱ
．
活
力
あ
る
経
済
社
会

を
実
現
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
」、「
Ⅲ
．
金
融
行
政
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
る
」
の
三
つ
が
重
点
課
題

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
方
針
と
概

ね
同
様
の
課
題
に
重
点
し
て
取
り
組

む
も
の
と
さ
れ
、
連
続
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ⅰ
．
経
済
や
国
民
生
活
の
安
定
を
支

え
、
そ
の
後
の
成
長
へ
と
繋
ぐ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
伴
う
物
価
高

騰
等
の
影
響
、
気
候
変
動
問
題
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
様
々
な
外
部
要

因
の
下
で
、
国
内
外
の
経
済
の
先
行

き
不
透
明
感
が
大
き
く
高
ま
り
、
ま

た
、
急
速
な
構
造
的
環
境
変
化
が
生

じ
て
い
る
と
の
環
境
分
析
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
生
じ

て
い
る
環
境
下
に
お
い
て
、
金
融
庁

と
し
て
、
金
融
面
か
ら
経
済
や
国
民

生
活
の
安
定
を
支
え
て
、
成
長
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に

金
融
機
関
に
よ
る
日
本
経
済
回
復
と

そ
の
後
の
持
続
的
成
長
を
支
え
る
取

組
み
を
後
押
し
し
、
か
つ
金
融
機
関

の
経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
対
話

を
進
化
さ
せ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ⅱ
．
社
会
課
題
解
決
に
よ
る
新
た
な

成
長
が
国
民
に
還
元
さ
れ
る
金
融

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

　

様
々
な
社
会
課
題
の
解
決
を
新
た

な
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
そ
う
し

た
成
長
が
国
民
の
資
産
形
成
と
消

費
・
投
資
に
つ
な
が
る
と
い
う
「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
の
実
現
に
向

け
て
、
金
融
面
で
の
環
境
整
備
を
行

っ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
．
金
融
行
政
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

る

　

前
記
の
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ

の
実
現
を
担
う
金
融
庁
職
員
の
能

力
・
資
質
や
仕
事
の
や
り
が
い
・
意

欲
の
向
上
を
図
っ
て
、
金
融
行
政
を

担
う
組
織
と
し
て
の
力
を
高
め
る
こ

と
、
デ
ー
タ
活
用
を
高
度
化
し
、
国

内
外
に
対
す
る
政
策
発
信
力
の
強
化

に
取
り
組
む
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い

ま
す
。

は
、
毎
年
英
文
も
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
は
、

ま
だ
サ
マ
リ
ー
の
英
訳
し
か
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
文
全
体
の
英

文
版
も
近
日
中
に
公
表
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
際
金

融
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
取
り
組
む
と

い
う
金
融
庁
の
ス
タ
ン
ス
を
踏
ま
え

れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
金
融
行
政
の

取
組
み
を
英
語
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
発

信
す
る
意
義
は
、
大
き
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

⑶
　
副
題
に
つ
い
て

　

二
〇
一
八
事
務
年
度
以
降
の
金
融

行
政
方
針
に
は
副
題
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、
金
融
行
政
が
ど
の
よ
う
な
方

向
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
か
が
端

的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
二
〇
二
〇
事
務
年
度
金

融
行
政
方
針
の
副
題
は
「
コ
ロ
ナ
と

戦
い
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
社
会
を

築
く
」、
二
〇
二
一
事
務
年
度
金
融

行
政
方
針
の
副
題
は
「
コ
ロ
ナ
を
乗

り
越
え
、
活
力
あ
る
経
済
社
会
を
実

現
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
直
近
二
年
間

に
お
い
て
は
、
金
融
行
政
に
お
い
て
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二
〇
二
二
年
一
一
月
四
日
、
全
国

銀
行
協
会
（
以
下
、「
全
銀
協
」
と

い
う
）
は
、
電
子
交
換
所
の
交
換
決

済
を
開
始
し
ま
し
た
（
注
１
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
電
子
交
換
所
は
同

日
以
降
わ
が
国
唯
一
の
手
形
交
換
所

と
な
り
、
一
八
七
九
年
に
設
立
さ
れ

た
大
阪
手
形
交
換
所
か
ら
始
ま
る
わ

が
国
の
手
形
交
換
所
の
歴
史
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
電
子
交
換
所

の
設
立
に
至
っ
た
経
緯
、
電
子
交
換

所
に
お
け
る
業
務
の
概
要
の
ほ
か
、

電
子
交
換
所
設
立
に
伴
う
当
座
勘
定

規
定
等
の
改
正
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
中
の
意
見
に
わ
た
る

部
分
は
、
筆
者
の
私
見
で
あ
り
、
筆

者
が
所
属
し
て
い
る
組
織
の
見
解
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

解 説

電子交換所の
基礎知識

～設立の経緯と概要～

（
注
１
）
全
銀
協
Ｈ
Ｐ
「
電
子
交
換
所
の

交
換
決
済
開
始
の
お
知
ら
せ
」

１	

電
子
交
換
所
設
立
の

経
緯

⑴
　
手
形
交
換
の
状
況

　

手
形
交
換
は
、
手
形
現
物
を
支
払

場
所
に
呈
示
す
る
直
接
取
立
の
代
替

と
し
て
、
一
定
の
地
域
内
の
金
融
機

関
が
一
所
に
参
集
し
て
相
互
に
手

形
・
小
切
手
等
の
証
券
（
以
下
、

「
手
形
」
と
い
う
）
を
交
換
呈
示
し
、

受
取
手
形
と
支
払
手
形
と
の
差
額
を

決
済
す
る
こ
と
で
手
形
金
の
決
済
を

済
ま
せ
る
と
い
う
決
済
制
度
で
す
。

手
形
交
換
に
参
加
す
る
金
融
機
関

（
以
下
、「
参
加
銀
行
」
と
い
う
）
は
、

取
立
事
務
の
簡
便
化
に
よ
る
取
立
コ

ス
ト
合
理
化
と
支
払
準
備
負
担
の
大

幅
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
定
の
時
間
内
で
手
形

現
物
の
授
受
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
不
渡
返
還
等
の
手
続
き
も
所
定

の
時
間
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
制
約
が
あ
る
ほ
か
、
手
形

流
通
の
地
域
性
か
ら
、
二
〇
二
二
年

一
一
月
二
日
ま
で
は
、
全
国
で
一
七

九
の
手
形
交
換
所
（
注
２
）
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
手
形
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
手
形
交
換
高
（
注
３
）
は
、

一
九
九
〇
年
に
年
間
約
四
七
九
七
兆

円
と
ピ
ー
ク
を
付
け
た
後
、
一
貫
し

て
減
少
を
続
け
、
二
〇
二
一
年
現
在

で
は
年
間
約
一
二
三
兆
円
と
、
ピ
ー

ク
時
の
四
〇
分
の
一
程
度
ま
で
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
手
形
交
換
高

電子交換所の
交換決済スタート！

一般社団法人全国銀行協会 事務・決済システム部 
 　田中 英仁
一般社団法人全国銀行協会事務・決済システム部所属。
住友信託銀行（現三井住友信託銀行）を経て、2011
年 4 月全銀協入社。業務部（顧客サービス・販売体制、
Ｅコマース、確定拠出型年金制度、全国銀行個人情報
保護協議会、あっせん委員会事務局ほかを担当）、東
京手形交換所（不渡担当）を経て、2019 年 10 月から
電子交換所規則・制度の検討・立案に携わった。

2022 年 11月 4日より、電子交換所の交換決済が開始さ
れた。本稿では、今回の電子交換所の設立の経緯と概要に
ついて解説する。
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減
少
の
背
景
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善

の
た
め
の
支
払
い
サ
イ
ト
の
短
縮

化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

の
普
及
、
印
紙
税
等
の
コ
ス
ト
削
減

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
手
形
交
換

高
の
減
少
に
伴
う
手
形
一
枚
当
た
り

の
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、
手
形
交

換
業
務
の
効
率
化
は
金
融
界
全
体
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
一
七
九
交
換
所
の
う
ち
一
〇
七

が
法
務
大
臣
指
定
手
形
交
換
所
、
七

二
が
未
指
定
手
形
交
換
所
。

（
注
３
）
一
〇
七
の
法
務
大
臣
指
定
手
形

交
換
所
の
合
計
額
。
全
銀
協
Ｈ
Ｐ「
決

済
統
計
年
報
」

⑵
　
政
府
成
長
戦
略
と
そ
れ
を
踏

ま
え
た
銀
行
界
の
手
形
利
用
の

廃
止
に
向
け
た
取
組
み

　

二
〇
一
七
年
六
月
、
政
府
の
「
未

来
投
資
戦
略
二
〇
一
七
」（
注
４
）
に

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
電
子
手
形
・

小
切
手
へ
の
移
行
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
、「
手
形
・
小
切
手
に
つ
い
て
、

企
業
・
金
融
機
関
双
方
の
事
務
負
担

を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を

可
能
と
す
る
観
点
か
ら
、
全
面
的
に

電
子
的
な
仕
組
み
へ
と
移
行
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
官
民
が
連
携
し
た
検

討
を
推
進
す
る
」
と
の
提
言
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
全
銀
協
を
事
務
局

と
す
る
官
民
合
同
の
「
手
形
・
小
切

手
機
能
の
電
子
化
に
関
す
る
検
討

会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
電
子
化
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
同
検
討
会
は
、
手
形
を
利

用
す
る
決
済
に
つ
い
て
電
子
記
録
債

権
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

に
よ
る
振
込
み
に
移
行
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
二
〇
一
八
年

一
二
月
、「
全
面
的
な
電
子
化
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
五
年
間
で
全
国
手

形
交
換
枚
数
（
手
形
・
小
切
手
・
そ

の
他
証
券
の
合
計
）
の
約
六
割
が
電

子
的
な
方
法
に
移
行
す
る
こ
と
を
中

間
的
な
目
標
と
し
て
設
定
」
す
る
こ

と
を
提
言
す
る
「
手
形
・
小
切
手
機

能
の
電
子
化
に
関
す
る
検
討
会
報
告

書
」（
注
５
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
六
月
に
は
、
政
府
の

「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」
に
お
い
て

「
本
年
夏
を
目
途
に
、
産
業
界
お
よ

び
金
融
界
に
よ
る
自
主
行
動
計
画
の

策
定
を
求
め
る
こ
と
で
、
五
年
後
の

約
束
手
形
の
利
用
の
廃
止
に
向
け
た

取
組
み
を
促
進
す
る
」「
小
切
手
の

全
面
的
な
電
子
化
を
図
る
」
な
ど
と

さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
二
〇
二
一

年
七
月
、「
手
形
・
小
切
手
機
能
の

『
全
面
的
な
電
子
化
』
に
関
す
る
検

討
会
」
に
お
い
て
「
二
〇
二
六
年
度

末
ま
で
に
全
国
手
形
交
換
所
に
お
け

る
手
形
・
小
切
手
の
交
換
枚
数
を
ゼ

ロ
に
す
る
」
こ
と
を
最
終
目
標
に
掲

げ
た
「
手
形
・
小
切
手
機
能
の
全
面

的
な
電
子
化
に
向
け
た
自
主
行
動
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
注
４
）
内
閣
官
房
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
未

来
投
資
戦
略
二
〇
一
七
―Society 

5.0 

の
実
現
に
向
け
た
改
革
―
」

（
注
５
）「
手
形
・
小
切
手
機
能
の
電
子

化
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」（
二
〇

一
八
年
一
二
月
一
四
日
）

⑶
　
電
子
交
換
所
の
設
立
検
討

　
「
手
形
・
小
切
手
機
能
の
電
子
化

に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
で
は
、

単
に
手
形
の
交
換
枚
数
の
電
子
化
目

標
を
掲
げ
る
の
み
で
は
な
く
、
金
融

機
関
に
お
い
て
も
手
形
業
務
の
効
率

化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
金
融
界
内
の
取
組
み
と
し
て
、

事
務
合
理
化
の
検
討
を
進
め
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
全
銀
協

は
、
手
形
現
物
の
全
面
的
な
電
子
化

が
実
現
す
る
ま
で
の
過
渡
期
対
応
と

し
て
、
手
形
現
物
で
は
な
く
、
電
子

媒
体
に
よ
る
交
換
の
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
（
注
６
）。
各
金
融
機
関
の
参

加
意
向
を
確
認
し
、
相
当
数
の
金
融

機
関
の
参
加
が
見
込
ま
れ
、
金
融
界

全
体
と
し
て
費
用
対
効
果
が
得
ら
れ

る
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
二

〇
一
九
年
六
月
、
全
銀
協
は
、
二
〇

二
二
年
を
目
途
と
し
て
、
手
形
の
現

物
を
手
形
交
換
所
に
お
い
て
交
換
す

る
こ
と
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
を

送
受
信
す
る
こ
と
で
決
済
を
可
能
と

す
る
「
電
子
交
換
所
」
を
設
立
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
（
注
７
）。

（
注
６
）
同
様
の
構
想
は
、
二
〇
〇
二
年

に
チ
ェ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
当

時
は
、
費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
な
い

と
し
て
検
討
を
凍
結
し
た
。

（
注
７
）
電
子
交
換
所
設
立
の
決
定
に
至

る
背
景
に
つ
い
て
は
、
小
川
幹
夫

「『
電
子
交
換
所
』
の
設
立
に
向
け
て
」

金
融
法
務
事
情
二
一
二
〇
号
一
頁（
二

〇
一
九
年
八
月
二
五
日
）
を
参
照
。
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画 2021年 重要判例解説ダイジェスト企別特

１

あ
る
預
金
債
権
を
死
因
贈
与
す
る
こ

と
は
同
特
約
に
違
反
し
、
受
贈
者

は
、
預
金
債
権
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
預
金
債
権
の
遺
贈
に
つ

い
て
は
、
譲
渡
禁
止
特
約
の
効
力
は

及
ば
な
い
が
、
そ
れ
は
遺
贈
が
遺
言

者
の
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と
に
基
づ

く
法
理
で
あ
る
か
ら
、
契
約
に
よ
る

権
利
移
転
で
あ
る
債
権
の
死
因
贈
与

に
は
、
遺
贈
に
関
す
る
前
記
法
理
は

準
用
さ
れ
な
い
。

　

預
貯
金
債
権
の
譲
渡
禁
止
の
特
約

は
、
悪
意
・
重
過
失
の
譲
受
人
に
対

し
て
は
、
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
民
法
四
六
六
条
の
五
）。 

預
貯
金

債
権
に
譲
渡
禁
止
の
特
約
が
あ
る
こ

と
は
、
一
般
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
（
最
判
昭
和
四
八
・
七
・
一
九

民
集
二
七
巻
七
号
八
二
三
頁
）、
受

贈
者
は
悪
意
ま
た
は
重
過
失
の
譲
受

人
に
当
た
り
、
判
決
要
旨
は
異
論
が

な
い
。

　

な
お
、
Ｘ
は
、「
Ｙ
銀
行
が
本
件

預
金
債
権
の
譲
渡
禁
止
特
約
を
理
由

に
Ｘ
の
預
金
払
戻
請
求
を
拒
絶
す
る

こ
と
は
、
信
義
則
に
違
反
し
、
許
さ

解

　説

Ｘ
を
執
行
者
に
指
定
す
る
、
と
の
死

因
贈
与
契
約
（
以
下
、「
本
件
死
因

贈
与
」
と
い
う
）
を
締
結
し
、
そ
の

後
、
死
亡
し
た
。

〈
争
点
〉

　
本
件
死
因
贈
与
は
、
預
金
の
譲
渡

禁
止
の
特
約
に
反
し
、
無
効
で
あ
る

か
。

　

債
権
の
死
因
贈
与
は
債
権
譲
渡
に

当
た
る
か
ら
、
譲
渡
禁
止
の
特
約
の

判
決
要
旨

（
貯
金
）

預
貯
金
の
死
因
贈
与
の

効
力
（
東
京
地
判
令
和

三
・
八
・
一
七
金
融
法
務
事
情

二
一
七
七
号
八
八
頁
。
本
誌
六

二
二
号
四
八
頁
参
照
）

【
事
案
】

　

Ａ
は
、
推
定
相
続
人
Ｂ
と
の
間

で
、
①
Ａ
は
Ｂ
に
、
Ａ
所
有
の
全
財

産
を
贈
与
す
る
、
②
贈
与
は
Ａ
死
亡

に
よ
っ
て
効
力
が
生
じ
る
、
③
Ａ
は

特 別 企 画━ 2 0 2 2年━

重要判例解説ダイジェスト
2022 年も、金融界に大きな影響を及ぼす判例が数多く出され
ました。12 月号では、毎年恒例の特別企画として、重要判例
をダイジェストで紹介いたします。本誌や判例誌に掲載された
もののうち、ＪＡの業務に深く関わる 14 の判例解説を、１年
間のおさらいとしてご活用ください。

弁護士
（元大阪高等裁判所判事）

黒田 直行

〈掲　載　項　目〉
貯　金

１．預貯金の死因贈与の効力
２．年金振込先口座預金の差押えの効力

為　替
３．振込送金における被仕向金融機関の調査義務

貸　付
４．保険契約者貸付契約の借主の代理人宛て委任状の成否

相　続
５．親のくれた孫の誕生祝いと特別受益
６．事実と相違する日付の記載がある自筆証書遺言の効力
７．高齢者の公正証書遺言と遺言能力
８．負担付遺贈の負担義務不履行による取消しの可否
９．相続税の申告と更正処分、取消判決の拘束力
10．特別寄与の請求と除斥期間

回　収
11．供託物還付請求権の差押債権者による取立て
12．強制執行費用の請求方法
13�．仮差押債務者と第三債務者間の示談の仮差押債権者に対
する効力

その他
14�．弁護士費用を債務不履行に基づく損害賠償として請求す
ることの可否
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令
」
と
い
う
）
を
得
て
、
Ｘ
の
本

件
口
座
預
金
債
権
を
差
し
押
さ
え

た
（
以
下
、「
本
件
差
押
え
」
と

い
う
）。

④�

本
件
差
押
え
当
時
、
口
座
（
以

下
、「
本
件
口
座
」
と
い
う
）
に

は
残
高
が
数
百
円
し
か
な
か
っ
た

が
、
差
押
命
令
送
達
当
日
、
本
件

給
付
金
が
振
り
込
ま
れ
、
残
高
は

一
一
万
円
と
な
っ
た
。

⑤�

Ｙ
は
、
本
件
差
押
命
令
に
よ
り
、

本
件
口
座
預
金
一
一
万
円
を
取
り

立
て
た
。

⑥�
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
て
不
当
利
得
請

求
権
に
基
づ
き
取
立
金
（
以
下
、

「
本
件
取
立
金
」
と
い
う
）
の
返

還
を
求
め
た
。

〈
争
点
〉

　
本
件
差
押
え
は
、
差
押
禁
止
債
権

の
差
押
え
と
同
視
で
き
る
違
法
な
も

の
で
あ
る
か
。

　

本
件
差
押
え
は
、
差
押
禁
止
財
産

に
当
た
る
本
件
給
付
金
が
本
件
口
座

に
入
金
さ
れ
た
直
後
に
そ
の
全
額
を

差
し
押
さ
え
た
も
の
で
あ
り
、
実
質

的
に
本
件
給
付
金
を
受
け
る
権
利
の

判
決
要
旨

差
押
え
に
等
し
く
、
違
法
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｙ
銀
行
が
本
件
差
押

命
令
に
基
づ
き
本
件
取
立
金
を
受
領

し
た
こ
と
は
、
法
律
上
の
原
因
を
欠

く
不
当
利
得
に
当
た
り
、
Ｙ
銀
行
は

Ｘ
に
対
し
て
本
件
取
立
金
を
返
還
す

る
義
務
が
あ
る
。

　

各
種
公
的
年
金
の
受
給
権
は
、
差

押
え
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
差
押
禁
止
債
権
の
目
的
金
銭
が

預
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
と
、

預
貯
金
債
権
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、

こ
の
預
貯
金
債
権
は
、
直
ち
に
は
差

押
禁
止
債
権
に
な
ら
な
い
（
通
説
・

判
例
）。

　

し
か
し
、
差
押
禁
止
債
権
が
振
り

込
ま
れ
た
口
座
預
貯
金
債
権
が
差
し

押
さ
え
ら
れ
た
場
合
、
差
押
債
務
者

は
、
預
貯
金
債
権
の
う
ち
差
押
禁
止

債
権
を
原
資
と
す
る
部
分
を
特
定
で

き
れ
ば
、
民
事
執
行
法
一
五
三
条
一

項
の
差
押
禁
止
範
囲
の
変
更
の
申
立

て
に
よ
り
、
預
貯
金
債
権
の
差
押
命

令
の
う
ち
そ
の
部
分
の
取
消
し
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
前
記
の
場
合
、
執
行
債

解

　説

務
者
が
差
押
禁
止
範
囲
変
更
の
申
立

て
を
し
な
い
う
ち
に
、
債
権
者
が
預

貯
金
を
取
り
立
て
た
場
合
、
執
行
債

務
者
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に

基
づ
き
差
押
債
権
者
に
対
し
て
取
立

金
の
返
済
を
請
求
で
き
る
か
問
題
に

な
る
。
下
級
審
判
例
で
は
、
肯
定
・

否
定
両
説
が
あ
る
。
肯
定
説
は
、
取

立
て
は
、
執
行
手
続
上
は
違
法
と
い

え
な
い
が
、
実
体
法
上
は
、
差
押
禁

止
の
趣
旨
に
反
し
法
律
上
の
原
因
を

欠
く
と
判
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

本
件
判
決
は
、
肯
定
説
に
立
ち
、

Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請

求
権
に
基
づ
く
取
立
金
の
返
還
請
求

を
認
容
し
た
。（

為
替
）

振
込
送
金
に
お
け
る
被

仕
向
金
融
機
関
の
調
査

義
務
（
東
京
地
判
令
和
三
・

八
・
二
五
金
融
・
商
事
判
例
一

六
三
四
号
一
〇
頁
。
本
誌
六
二

九
号
五
九
頁
参
照
）

【
事
案
】

①�

甲
社
は
、
Ｘ
に
甲
社
販
売
商
品
の

れ
な
い
」
と
主
張
し
た
が
、
本
件
判

決
は
、
①
Ｙ
銀
行
に
は
相
続
人
間
の

紛
争
を
回
避
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た

こ
と
、
②
Ｙ
銀
行
は
、
Ｘ
に
対
し
て

払
戻
し
に
つ
き
Ｂ
以
外
の
相
続
人
の

同
意
を
取
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
Ｘ

は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と
な
ど
の
理

由
で
、
Ｘ
の
主
張
を
斥
け
た
。

（
貯
金
）

年
金
振
込
先
口
座
預
金

の
差
押
え
の
効
力
（
神

戸
地
尼
崎
支
判
令
和
三
・
八
・

二
判
例
時
報
二
五
一
七
号
七
三

頁
。
本
誌
六
二
七
号
五
〇
頁
参

照
）

【
事
案
】

①�

貸
金
業
者
Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
て
二

七
万
円
の
貸
付
債
権
（
以
下
、

「
本
件
貸
付
債
権
」
と
い
う
）
を

有
し
て
い
た
。

②�

Ｘ
は
、
退
職
公
務
員
で
あ
り
、
国

民
年
金
等
公
的
年
金
の
給
付
金

（
以
下
、「
本
件
給
付
金
」
と
い

う
）
の
支
給
を
受
け
て
い
た
。

③�

Ｙ
は
、
本
件
貸
付
債
権
に
つ
き
差

押
命
令
（
以
下
、「
本
件
差
押
命

２
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